
奮
闘
賞

木
村
信
行
三
段

敢
闘
賞

丸
山
楠
雄
一
級

敢
闘
賞

広
瀬

晃
二
段

準
優
勝

松
浦
紀
彦
初
段

優
勝

土
田
里
見
五
段

担
任
、
係
ま
で
校
長
が
任
命
し
校

内
選
挙
は
禁
止
。
職
員
会
議
で
は

採
決
が
禁
止
。
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト

・
評
価
育
成
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
ボ

ー
ナ
ス
に
差
が
…
な
ど
に
よ
り
、

教
職
員
が
声
を
あ
げ
動
く
の
が
難

し
い
仕
組
み
が
作
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
す
。

し
か
し
、
地
域
の
方
た
ち
が
「
地

域
で
考
え
よ
う
」
と
声
を
掛
け
て

く
れ
、
「
長
野
北
高
校
を
守
る
会
」

を
結
成
し
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
大
き
な
運
動
を
展
開
し
ま

し
た
。

「
高
校
つ
ぶ
し
」
決
定
の
翌
日
、

高
知
県
在
住
の
卒
業
生
は
「
学
校

を
守
る
た
め
友
だ
ち
も
先
生
も
が

ん
ば
っ
た
。
素
敵
な
学
校
で
し
ょ
。

こ
れ
か
ら
も
『
北
高
出
身
で
す
』

と
胸
を
張
っ
て
言
う
ん
だ
」
と
メ

ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
元
生
徒
会

長
は
「
勉
強
が
苦
手
な
ぼ
く
は
長

北
で
再
出
発
を
は
か
り
大
学
院
で

学
ん
だ
。
再
出
発
の
は
か
れ
る
学

校
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

た
く
ま
し
く
優
し
く
成
長
す
る

卒
業
生
・
生
徒
に
励
ま
さ
れ
、
励

ま
し
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。
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大
阪
市
天
王
寺
区
東
高
津
町
七
―
十
一

府
教
育
会
館
７
Ｆ

大
阪
府
高
教
内

大
阪
府
立
高
等
学
校

退
職
教
職
員
の
会

府

高

退

教

通

信第

回「

短
歌
を
楽
し
む
会
」(

・
２
・
４
）

215

19

参
加
者

四
人
。
出
稿
は
十
三
人
二
十
七
首
。
大
屋
さ
ん
の
歌
に
あ
る
栗
酒
は
飲

ん
だ
こ
と
が
な
い
な
あ
と
話
し
て
い
た
ら
、
ガ
ッ
ト
ネ
ロ
オ
ー
ナ
ー
の
松
浦
さ
ん

が
「
こ
こ
に
あ
る
よ
。
栗
を
焼
い
て
あ
る
か
ら
香
り
が
い
い
よ
。」
と
振
る
舞
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
話
も
弾
み
ま
し
た
。

｢

恩
師｣

な
ど
と
私
を
呼
ぶ
な
な
す
べ
き
を
ご
く
ご
く
普
通
に
果
た
し
た
だ
け
だ髙
橋
貞
雄

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
苦
労
も
そ
こ
そ
こ
に
男
四
人
の
旧
交
を
温
む川
上
憲
一

パ
ッ
チ
リ
と
眼
を
開
け
手
を
振
る
男
の
子
今
日
も
家
族
の
車
で
登
校

月
岡
秀
夫

米
国
よ
地
球
動
向
担
う
と
の
自
覚
を
持
ち
て
行
動
願
う

池
永

孝

久
々
に
米
の
溶
ぎ
汁
な
み
な
み
と
植
木
に
注
ぐ

妻
入
院
す

松
田
皓
平

オ
オ
ル
リ
が
隣
家
の
塀
で
叫
び
を
り
ビ
ロ
ー
ド
色
の
胸
震
は
せ
て

五
百
蔵
光
彦

明
け
方
の
東
の
空
に
輝
い
て
月
に
寄
り
添
う
金
星
見
た
り

佐
々
木
有
馬

あ
と
十
年
の
自
立
可
能
か
問
ふ
て
み
る
め
で
た
く
も
何
と
も
な
い
ぞ
吾
は
喜
寿

福
谷
美
智
子

深
更
に
母
の
空
言
闇
に
飛
び
瞼
に
浮
か
ぶ
故
郷
の
家

鈴
木
晋
司

大
寒
は
一
昨
日
に
し
て
冴
え
冴
え
と
静
か
に
賜
う
栗
酒
凜
々
し

大
屋
弘
子

朝
寝
し
て
昼
は
疎
疎
夕
惑
ひ
今
如
何
な
る
や
と
ふ
人
あ
り
し

川
崎
康
樹

あ
さ

ね

う
と
う
と
ゆ
ふ
ま
ど

い
ま

い

か

｢

五
十
八
私
は
そ
れ
で
よ
い
か
ら｣

と
わ
が
子
の
長
生
き
拝
み
し
母
よ

山
尾
邦
子

再
会
を
喜
ぶ
君
を
喜
び
て
友
に
励
み
し
日
々
よ
み
が
え
る

浅
野
真
弓

次
回
第
二
一
六
回
の｢

楽
し
む
会｣

は
、
三
月
十
一
日(
月)

二
時
か
ら
教
育
会
館

な
な
め
向
か
い
の
ガ
ッ
ト
ネ
ロ
で
行
い
ま
す
。
歌
稿
は
三
月
四
日
（
月
）
ま
で
に

左
記
宛
、
ハ
ガ
キ
・FA

X

・
メ
ー
ル
な
ど
で
お
送
り
下
さ
い
。

〒583-0024

藤
井
寺
市
藤
井
寺
二
丁
目
６
ー

山
尾
邦
子

17

tel

・fax
072-954-8524

m
ai
l
ku
nc
h
an
92
5@
o
ut
lo
ok
.
jp

携
帯

0
9
0
91
67
30
31

長
野
北
高
校
は
あ
と
２
年
で
廃

校
に
な
り
ま
す
。

府
教
委
は
「
少
子
化
が
進
む
中
、

教
育
環
境
を
良
く
す
る
た
め
に
再

編
が
必
要
」
だ
と
。

で
す
が
、
教
育
環
境
を
良
く
す

る
た
め
に
は

人
学
級
で
な
く
、

40

人
、

人
学
級
に
し
、
全
国
平

35

30

均
が
学
年
６
学
級
な
の
に

学
級

8.1

も
あ
る
学
校
規
模
を
小
さ
く
す
る

こ
と
で
あ
り
、
高
校
を
つ
ぶ
す
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
「
３
年
連
続
定
員
割
れ

の
学
校
は
つ
ぶ
す
」
と
言
い
ま
す

が
、
そ
も
そ
も
募
集
定
員
は
進
学

予
定
者
数
よ
り
多
め
に
府
教
委
が

決
め
て
い
て
、
必
ず
定
員
割
れ
は

起
こ
る
の
で
す
。

し
か
も
学
校
間
較
差
・
ラ
ン
ク

付
け
を
つ
く
り
出
し
学
区
を
な
く

せ
ば
、
い
わ
ゆ
る
人
気
の
あ
る
学

校
に
集
中
し
、
そ
う
で
な
い
学
校

は
定
員
割
れ
を
起
こ
す
。

教
育
行
政
が
高
校
を
つ
ぶ
す
仕

組
み
を
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す
。

「
３
年
連
続
定
員
割
れ
」
に
な

っ
た
と
き
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か

ず
っ
と
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

い
ま
の
学
校
は
部
長
、
主
任
、

第５９回新春府高退教囲碁大会奮闘記

最高齢の土田５段が優勝

１月１６日恒例の新春囲碁大会は１３名参加。インフルエ

ンザなどの体調不良での欠席が５名もあり例年になく少ない

参加でした。新春ということで広瀬会長の差し入れのお神酒

もあり、囲碁パワーで頑張ろうとの挨拶で熱戦が始まりまし

た。優勝は卒寿を迎えられた土田５段、“何回も打つと頭が

ぐるぐる回って”と笑顔で言われながらも妙手を打たれ私は

敗退、でも運よく準優勝。広瀬会長はお神酒を飲ませて八岐

大蛇を退治したスサノオ命よろしく敢闘賞。丸山１級も敢闘

賞。奮闘賞は木村３段でした。

今年はまだあどけない小学４年の仲邑菫さん(9)が４月に
史上最年少でプロデビューの年。将棋の藤井壮太君のように

囲碁界にも新風を吹き込み、若い世代にも囲碁人気が出てく

るといいです。昨年畠田さんが書いておられた杉内雅男９段

の９７歳生涯現役に倣って９０台の土田さんを先頭に、７０，

８０働き盛りと言われるように、府高退教の囲碁大会も上に

も下にも年齢層が広がっていくことを期待しています。

松浦紀彦(藤井寺)

た
く
ま
し
く
成
長
す
る
卒
業
生･

生

徒
に
励
ま
さ
れ
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

と｢

高
校
つ
ぶ
し｣
と
闘
っ
て

田
中
康
之
（
長
野
北
分
会
）

一番手前が優勝した土田五段
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【
２
月
】

日(

月)

～

日(

木)

18

21

ス
キ
ー
ツ
ア
ー

志
賀
高
原

日(

月)
:

シ
ャ
ン
ソ
ン
を

25

14

00

歌
う
会

【
３
月
】

４
日(

月)
:

大
退
教
単
位
退
教

13

30

交
流
会

４
日(

月)
:

謡
を
楽
し
む
会

14

00

日(

月)
:

短
歌
を
楽
し
む
会

11

14

00

日(

金)
:

府
高
退
教
幹
事
会

15

14

00

日(

金)
:

シ
ャ
ン
ソ
ン
を

29

14

00

歌
う
会

当

面

の

日

程

「
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
歌
う
会
」
に
参
加
し
て

横
田

晴
子(

東
寝
屋
川)

毎
月
１
回
、
大
抵
月
末
の
金

曜
日(

次
回
の
練
習
日
は
会
員
同

士
の
日
程
調
整
に
よ
る
の
で
日

に
ち
が
異
な
る
こ
と
も
あ
る
ゆ

る
や
か
な
会)

に
喫
茶
ガ
ッ
ト
ネ

ロ
に
集
ま
り
練
習
す
る
。

時
間
は
、
２
時
か
ら
３
時
ま

で
で
あ
る
が
、
始
ま
る
前
に
自

由
参
加
で
２
０
～
３
０
分
ガ
ッ

ト
ネ
ロ
の
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー

と
会
員
の
手
作
り
の
お
菓
子
や

お
土
産
の
差
し
入
れ
を
い
た
だ

き
な
が
ら
し
ば
し
歓
談
を
す

る
。
内
容
は
諸
活
動
の
打
ち
合

わ
せ
や
近
況
報
告
な
ど
で
、
先

輩
諸
氏
の
人
生
の
年
輪
を
感
じ

さ
せ
る
話
も
多
く
、
し
ば
し
ば

２
時
を
ま
わ
る
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
は
素
敵

な
も
の
が
取
り
揃
え
ら
れ
て
お

り
、
一
見
の
価
値
あ
り
。

指
導
し
て
く
だ
さ
る
の
は
、

プ
ロ
と
し
て
活
躍
中
の
男
性
デ

ュ
オ
「
は
も
り
べ
」
の
メ
ン
バ

ー
の
ハ
ン
サ
ム
な
先
生
。
丁
寧

に
優
し
く
時
に
は
厳
し
い
こ
と

も
要
求
し
つ
つ
教
え
て
下
さ
る

の
が
嬉
し
い
。
脳
の
活
性
化
に

も
役
立
つ
と
信
じ
て
い
る
。
多
彩

な
才
能
を
持
ち
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手

と
し
て
も
活
動
さ
れ
て
い
る
店
主

の
豊
富
な
体
験
と
知
識
に
も
触
発

さ
れ
る
。

私
は
以
前
地
元
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
の

ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
あ

る
が
、
そ
こ
で
は
、
年
に
２
～
３
度

舞
台
に
立
っ
て
各
自
が
２
曲
程
度

歌
う
の
が
少
々
苦
手
で
あ
っ

た
。
こ
こ「
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
歌
う

会
」
で
は
、
全
員
で
シ
ャ
ン
ソ
ン
を

合
唱(

？)

す
る
の
が
い
い
。

先
月
は「
銘
酒
を
楽
し
む
会
」

で
２
曲
披
露
で
き
た
。
前
々
回

で
は
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
を
い
た

だ
い
た
が
、
曲
を
用
意
で
き
て
い

な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。

今
回
は
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
が
か

か
ら
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ

た
。こ

れ
か
ら
も
レ
パ
ー
ト
リ
ー

を
増
や
し
な
が
ら
末
永
く
活
動

し
て
い
き
た
い
。

参
加
を
ご
希
望
の
か
た
は
一

度
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

全
国
１
８
８
０
万
超
筆
、

大
阪
１
７
０
万
筆
の
３
０
０
０

万
署
名
の
広
が
り
と
国
会
内
の

野
党
の
共
闘
の
前
進
が
、
憲
法

９
条
改
悪
を
阻
ん
で
い
ま
す
。

府
高
退
教
も
会
員
の
皆
さ
ん
に

署
名
を
呼
び
か
け
、
毎
月
の
幹

事
会
の
昼
間
、
上
六
交
差
点
で

署
名
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
最
近
の
特
徴
は
１
度
通
り

過
ぎ
、
戻
っ
て
署
名
す
る
人
な

ど
、
よ
り
積
極
的
に
署
名
に
応

じ
て
く
れ
る
人
や
「
も
う
署
名

し
た
で
！
」
と
自
ら
声
を
か
け

て
く
れ
る
人
が
増
え
、
「
あ
ん

た
ら
が
憲
法
改
正
ス
ト
ッ
プ
と

頑
張
っ
て
い
る
か
ら
、
改
正
が

進
ま
へ
ん
の
や
！
」
と
の
声
も

聞
か
れ
る
こ
と
で
す
。

安
倍

政
権

は
「
専

守
防

衛
」
か
ら
今
後
５
年
間
で

兆
27

４
千
億
円
の
中
期
防
衛
力
整
備

計
画
を
打
ち
出
し
、
「
先
制
攻

撃
」
を
主
目
的
に
「
辺
野
古
新

米
軍
基
地
建
設
」
強
行
や
護
衛

艦
「
い
ず
も
」
の
攻
撃
型
空
母

化
、
１
４
７
機
も
の
Ｆ

の
購

35

入
、
「
イ
―
ジ
ス
ア
シ
ョ
ア
」

の
実
戦
配
備
な
ど
日
本
を
「
戦

争
で
き
る
国
」
へ
の
準
備
＝
軍

事
力
強
化
を
鮮
明
に
し
て
い
ま

す
。
滋
賀
県
饗
庭
野
で
の
実
弾
を

使
っ
た
本
格
的
な
日
米
軍
事
演
習

も
２
月
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
ま

す
。い

よ
い
よ
正
念
場
、
３
０
０
０

万
署
名
を
文
字
通
り
集
め
き
り
世

論
を
も
っ
と
高
め
る
こ
と
、
そ
し

て
何
よ
り
も
４
月
一
斉
地
方
選
挙

と
連
動
す
る
７
月
参
議
院
選
挙
で

改
憲
勢
力
の
議
席
を
大
き
く
減
ら

し
、
憲
法
改
正
の
国
会
発
議
を
絶

対
に
許
さ
な
い
こ
と
が
何
よ
り
重

要
で
す
。
今
年
を
憲
法
９
条
改
悪

終
止
符
の
年
と
す
る
た
め
、
と
り

く
み
を
大
き
く
進
め
ま
し
ょ
う
。

撮
影

笹
岡
優
光
（
茨
田
）

2月11日、『第５３回「建国記念の日」

不承認２・１１大阪府民のつどい』がた

かつガーデンで開催されました。 講演

は小林啓治さん、「日本国憲法制定と天

皇制・民主主義」でした。1947年の文部

省パンフレット「新しい憲法のはなし」

を取り上げられ、民主主義の部分は良い

見解だが、天皇制になると問題あり、「天皇は国民統合の中心、国をおさめて

ゆく上でご苦労のないように」とあるが、「象徴」を「中心」に置き換え、国

民に「努力」を要求している。当時出された研究者の論文なども基本的には戦

前の国体観念を残していると指摘されました。そんな中で恒藤恭に注目、彼は

象徴天皇制は過渡的なものであって、目指すべき方向は「純粋な民主主義国

家」とその頃語っていることを紹介されました。

そして今回の天皇代替わりに際しての明仁天皇のことばで、国民統合の象徴

としての役割を果たすため理解を国民に求めているが、これで良いのかという

疑問もあると指摘されました。

今後どうなるか新たな危険性も感じている。移民社会化が来る中、新たな人

種主義化の懸念もあるが、すべての人の基本的人権を保障する国家社会を目指

すしかないと結ばれました。

「堺市議会で辺野古意見書が可決された経緯について」「マスコミ業界にお

けるハラスメント問題へのとりくみについて」の意見発表、文化行事として久

保比呂誌さんによる津軽三味線演奏等盛り沢山の集会。朝方は雪もちらつく寒

い日でしたが、会場内は終始熱気に包まれていました。出席者は２４０名でし

た。 （田中記）

写真展「なにわ 下町日記帳」
米田 則夫（阿倍野）

大阪市内（南部）の下町を10年間歩きました。特に大

阪市内の生活環境は、厳しくなっています。数年前、

西成区を歩き、印象に残ったこと。自販機の前で青年

が、空き缶入れからアルミ缶を集めているのを見まし

た。普通の格好で若者向けの自転車から降りて、右手

で缶を軽く潰し、左手に持った紺色のビニール袋に入

れる。最後は、蓋をして立ち去りました。時間にした

ら１分くらいでしょうか。回りの人は何もなかったよ

うな様子。１缶１円です。写真約60点展示。近くにお

越しの節は、是非お立ち寄りください。

日時：3/5（火）～10（日）

11時～17時（最終日16時）

場所：天王寺・茶臼山画廊・ＪR・地下鉄の天王寺

駅から北へ徒歩5分、堀越神社の南隣

２
０
１
９
年
の
今
年
こ
そ

憲
法
９
条
改
悪
に
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！
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